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12.脊柱変形の形成機序に関する検討

(組織反応とバイオメカニクス)
 
0小沢俊行，後藤澄雄(千大)
栗原真 (川鉄)
霜礼次郎 (霜整形)
今回，我々は成長期の猿を用い，生理的発育に伴う骨
苦手J態と腰椎部の椎弓切除により生じた後響変形に伴う骨
動態を， レ線学的検討と 3色の盤光ラベリング法による
椎体の前後壁と椎弓前方部の前後方向の成長~冨の計測に
より観察した。椎弓切除例のレ線像で、は，正常例と比
べ，長径成長障害が目立つ所見であったが，力学的影響
を観察する上で重要な骨動態を組織学的にみると，むし
ろ横径成長の変化も著明に観察された。 
13.ステロイド大量投与による家兎への影響

(大腿骨頭壊死との関連について)
 
0秋田 徹，勝呂徹，後藤澄雄
(千大)
近藤洋一郎 (千大・ 2病)
村田忠雄
(県立千葉リハビリテーションセンター)
成熟家兎12羽 (4羽は対照)を用い， 16週迄水溶性プ
レドエンを連日筋注し，血清学・病理学的変化を観察し
た。(結果) 1.血清: Ca 値の軽度低下，血中脂質 
(triglyceride，phospholipid，choresterol)の増加， HDL-
choresterolの低下を認めた。 2.病理:肝細胞の脂肪化 
(3羽)，肺小動脈内脂肪頼粒 (1羽)，骨形成能の低下 
(8 5j~) ，骨頭軟骨下骨梁内骨細胞の空胞化と pyknosis 
(2羽)，同骨細胞内と軟骨下小血管内脂肪頼粒 (3羽)
を認めたが，骨頭壊死は発症しなかった。 
14.腰椎分離とり症の長期保存治療例の検討 
0高山篤-!f!.，松井宣夫，三枝修
森石丈ニ，湯山琢夫，道永幸治
宮本和寿，長沢謙次 (千大)
我々はアンケート及び直診により， 39例の Ls分離
症， 18例の L5とり症の保存治療例につき平均9.8年の
追跡調査を行った。その結果，分離症もとり症も悪化例
は稀少で手術を受けていた例は4.5%であった。多くの
症例に愁訴がなく，あるいは時々訴えるのみで改善され
ていた。が，愁訴の残存している例を検討すると，労働
量が多く，初診時X線の lumbarindexが低値傾向にあ
る事が判明した。今後更に症例を集め，より詳細に検討
する予定である。 
15.頚髄損傷を伴う頚椎脱臼・骨折の診断と早期治療
法の検討 
0出沢明，高木学治，高橋淳一
小林紘一，小野豊，中村哲雄
小野美栄 (千葉労災)
大木健資 (君津中央)
堂後昭彦 (川鉄) 
78名の中下位頚椎の頚損を伴う脱臼・骨折例に対し検
討した結果，①Braakmanらの力学的外傷機転の検討と 
x-pの分析が損傷脊髄の予後と早期治療方針の確立に
重要であった。②下位頚椎の脱臼・骨折や interlocking
の診断に CTの有用性があると思われた。③早期頚椎
前方固定術は，神経根の機能回復を含め，整復，固定，
除圧の 3点で Rehabilitationの開始時期の短縮と機能
訓練に対して，満足に値する成績が得られた。 
16.脊髄空洞症ニ例の経験 
0三井公彦，長沢謙次，宮坂斉
(千大)
鍋島和夫 (川鉄病院)
大塚嘉則
(国療千葉東脊椎脊髄センター)
脊髄空洞症は，宙づり型神経症状を呈することで知ら
れているが，むしろ多彩な神経症状を呈するものと考え
るべきである。今回報告した 1例は，頚髄~腰髄にかけ
ての脱落症状を呈し，他の 1例は側替のみであった。診
断は，脊髄造影に加えて，脳室穿刺による脳室脊髄造影
を行えば， その広がりが確定される。治療は， 最近病
的脊髄に直接侵襲を与えない脳室・腹腔シャントが行わ
れ，ある程度の効果を得ている。 
17. CT discogrophy (第 2報) 
0村上正純，富田裕，西山徹
高田俊一 (金沢病院)
田波秀文 (県立東金)
腰部椎間板造影検査60例1561世間に対し， CTscan.を
施行し髄核の 3次元的描出を試みた。得られた CT 
discogramと従来の 2方向撮影 discogram，metrIzamide 
myelogram，及び前方法による術中所見との比較検討を
行なった。 
CT discogramにより髄核脱出状態を明確に把握する
